
事業名：総合的な高齢者施策の推進
平成 29 年度当初予算 

市長査定資料 保健福祉局

シルバーポイント事業 

（長寿応援制度）

対象年齢：65 歳以上 

一般介護予防事業 

事業費: 143,835 千円

高齢者自らが健康保持増進や介護予防に取り組み、誰もが住み慣れた地域で “いきいき” と輝きながら、いつまでも元気で自分らしく暮らせるような 
地域社会を構築します。

１．事業目的 

２．事業概要 

高齢者生活支援体制整備事業 

≪内容≫ 

○ＮＰＯ、企業など多様なサービス提供者の確保に加え、

元気な高齢者が「支える側」として身近な地域での生活

支援の担い手として活躍できる場所を確保するための

支援体制の整備 

○生活支援コーディネーターの配置 

○協議体の設置 等 

※社会福祉協議会や地域包括支援センターと連携

≪効果≫ 

○高齢者の生活支援のための資源開発とネットワークの

構築 

○高齢者自身が生き生きと暮らしていくために、担い手の

養成及び活動の場の創出による介護予防の推進 

事業費: 112,124 千円

介護予防・生活支援サービス事業 

○訪問型サービス 

○通所型サービス 

○介護予防ケアマネジメント

認知症の早期発見・早期治療

○物忘れ健診 

○認知症初期集中支援チーム等 

保留

保留

対象年齢の上限を撤廃

平成 28 年度

20 歳～64 歳

平成 29 年度

20 歳～

健康寿命の延伸

介護給付費の削減 
医療費の削減
介護負担の軽減 
次世代の負担軽減 

市民が居場所を見つけることができる地域社会
市民が支え合いの重要性を実感することができる地域社会

市民が高齢期を迎えても安心して生活を営むことができる地域社会

（さいたま市誰もが安心して長生きできるまちづくり条例の基本理念より抜粋） 

健康マイレージ 

高齢者の介護予防の促進のため 65 歳以上の方も

対象者として拡大 

≪内容≫ 

○健康マイレージで貯めたポイントがシルバー

ポイント事業（長寿応援制度）のポイントと交換

可能 

≪効果≫ 

○生活習慣病の予防や介護予防、世代間交流の促進

○シルバーポイント事業（長寿応援制度）と健康

マイレージの相互利用者の増加 

○外出機会の創出によるアクティブチケット、

シルバー元気応援ショップの利用機会の拡大 

保留
事業費:208,496 千円 

≪内容≫ 

○生きがい健康づくり教室 

○ますます元気教室 

○各種指導員等養成講座 

○リハビリテーション専門職の派遣 等 

≪効果≫ 

○高齢者の介護予防に資する多様な機会の提供 

○高齢者の心身の機能維持、回復を推進するための住民

運営の通いの場の充実 

○住民を事業の実施者として養成し、住民運営の参加者や

通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを

推進 

○リハビリテーションの専門職等を活かした自立支援に

資する地域の取組みを推進し、介護予防の機能を強化 

介護予防

住民主体の
通いの場の充実

生活支援の担い手
としての活躍

住民相互の助け合いの
環境づくり

日常生活支援 高齢者の社会参加


